
近

世

語

葉

の

資

料

に

つ

い

て

近 世話集 の 資料について

乙
れ
程
進
歩
し
た
国
語
学
界
で
あ
る
が 、
中で
遅
れ
て
ゐ
る
の
が 、
近
世
語

で
あ
り 、
その
中で
も
語
梁
語
義の
分
野
が 、
一
般
辞
書の
外に 、
難
語
の
研

究
や 、
い
くつ
か
の
特
殊
辞
典
も
出
現
し
た
が 、
な
ほ
そ
の
遅
れ
の
甚
し
い
の

は 、
衆
自の
見
る
所
で
あ
ら
う 。
そ
の
理
由
は 、
研
究
人
口
が
少い
な
ど
の一

般
事
情
の
外に
も
存
す
る
や
う
で
あ
る 。
現
在
ま
で
は 、
近
世
語
の
資
料は 、

と
れ
を
専ら
文
学
作
品に
あふ
い
で
来
た 。
近
世に
発
生
発
展
し
た
俳
譜・
近

世
小
説・
浄
瑠
璃・
歌
舞
伎
な
ど
で
は 、
意
識
し
て
近
世
語
を
用ひ 、
浮
世
草

子・
酒
落
本・
滑
稽
本・
人
情
本・
黄
表
紙・
世
話
浄
瑠
璃・
世
話
歌
舞
伎
と

写
実
的
と
称
さ
れ
る
作
品
群
も
あ
り 、
そ
れ
ら
の
出
版・
上
演の
年
代
も
明
確

で
あ
る 。
各
当
代
人
が
写
実
文
学
と
し
て 、
よ
ろ
と
ん
で
鑑
賞し
た
の
で
あ
れ

ば 、
時
代
語
資
料
と
し
て 、
最
適
で
あ
る
と 、
判
断
する
の
が
当
然で
あ
る 。

そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が 、
近
世
文
学
作
品の
性
質
を
考
慮に
加へ
れ
ば 、

其
処
に
若
干の
留
意
が
必
要で
あ
ら
う 。
国
語
学
界
に
も
苦い
経
験
が
あ
る
は

ず
で
あ
る 。
か
つ
て
十
返
舎一
九
は 、
上
方
生
活
を
経
験
し
た
し 、
執
筆の
為に

実
地
踏
査
を
し
た
事
実
も
あ
る
故
に 、
彼の
膝
栗
毛
物
を
資
料に 、
上
方
語
や

中

村

幸

彦

諸
地
方の
方
言
を
論
じ
た
こ
と
が
あっ
た 。
し
か
る
に
研
究
を
重
ね
る
に
従っ

て 、
一
九
は
『
物
類
称
呼』
な
ど
成
蓄
を
利
用 、
若
干の
見
聞
を
基
に 、
諸
事

に
つ
乙
ら
し
く

書
き
な
し
た
ま
で
で
あっ
て 、
厳
密
な
学
問
的
資
料に
は 、
そ

の
作
品は
な
ら
ぬ
乙
と
が
判
明
し 、
そ
の
方
法
は
跡
を
絶っ
た 。
そ乙
で
十
返

舎一
九
の
み 、
言
語
使
用
が
で
た
ら
め
で 、
同
じ
く

戯
作
者で
あ
る
感
和
亭
鬼

武
ゃ 、
言
葉
に
大
変
神
経
質で
あ
る
か
に
見
え
る
式
亭三
馬
ら
が
適
確な
描
写

で 、
言
語
を
あつ
かっ
た
保
証
は 、
何
処に
も
な
い
の
で
あ
る 。
三
馬
使
用の

上
方
語
を 、
同
時
代
の
上
方
版の
作
品の
そ
れ
と
比
較し
て 、
そ
の
不
確
さ
を

示
し
た
調
査
が 、
五
所
美
子
君
(『語
文
研
究』
二
十
六
号)
に
あ
る 。
三
馬

は
生
涯 、
足
箱
根
を
西し
た
こ
と
の
な
い
人
物で 、
上
方
語
は
さ
も
あ
り
な

ん 。
だ
が
江
戸
語
は 、
大
丈
夫
で
あ
る
と
する
保
証
も
実
は
な
い 。
筆
者の
若

干の
調
査
で
は 、
赤
本
作
者
を
もっ
て
任
じ
た
彼
は 、
も
早
使
用
さ
れ
な
くな

っ
た
赤
本
(
彼
に
お
い
て
は
初
期
草
繁
紙
の
意)
時
代の
流
行
語
を
使
用
する

癖
が
あ
る 。
例
の
「て
ん
や
わ
ん
や」
な
ど
も 、
明
和
安
永の
黒
本
青
本に
見

え
る
流
行
語
を 、
彼
が
復
活
さ
せた
の
で
あ
る 。
そ
そっ
か
し
い
彼
は
ま
た 、

そ
の
際 、
古い
語
を
誤
解
し
て
用ひ
る
こ
と
さへ
あっ
た 。
そ
の
三
馬
が
復
活

し
誤
解
し
た
語
を 、
彼の
後
輩の
滑
稽
本や
人
情
本
作
者
が
又
使
用
し
て 、
今
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日
に
そ
の
ま
ま
で
残
る
も
の
も
あ
る 。
「
石
臼
芸」
や
「
油
を
売
る」
(拙
稿

「
油
を
売
る」
l『

川
柳
し
な
の』
昭
和
三
十一
年
九
月
号)
な
ど
そ
れ
で
あ
る 。

外
に
も乙
の
種の
もの
が
多い
と
思ふ 。
と
す
れ
ば 、
少
く
と
も
三
馬の
作
品

を
文
化
文
政
の
江
戸
語
の
資
料
と
す
る
と
と
に
は 、
か
な
りの
危
険が
と
も
な

ふ 。
乙
と
は
細
叙
す
る
場で
な
い
が 、
戯
作
文
学の
写
実な
る
もの
は 、
出
来

る
だ
け
真
実
を
写
す
近
代
的な
写
実
と
は
相
違
し
て 、
言
語
を
初
め 、
万
事に

本
当
ら
し
く
さへ
あ
れ
ば 、
能
事
了る
種
類の
もの
な
の
で
あ
る 。
乙
の
戯
作

の
性
格
を
十
分
理
解の
上
で
な
け
れ
ば 、
そ
の
使
用の
言
語
が
学
的
資
料
と
し

て
の
効
を
果
さ
な
い
で
あ
ら
う 。

戯
作
文
学
の
み
な
ら
ず 、
近
世の
写
実
的
小
説
は 、
西
鶴の
浮
世
草
子
以

来 、
殆
ど
滑
稽
文
学
で
あ
る 。
近
世
封
建
社
会
で
は 、
階
層・
職
業・
年
齢・

性
別・
地
方な
ど 、
各
種の
条
件
が
幾
重
に
も
重っ
た
上
で 、
言
語
生
活
も 、

封
建
的に
多
様
で
あっ
た 。
新
語
流
行
語
の
発
生・
変
化・
流
動
もと
の
聞に

出
入
し
て
亦
後
雑で
あ
る 。
滑
稽
文
学で
は 、
例へ
ば
今日
で
も
人
の
細
君
を

奥
方
と
呼
ぶ
の
が
茶
化
し
で
あ
る
や
うに 、
一
つ
の
語
の
使
用の
場
を
かへ
た

り 、
流
行
語
の
時
と
人
を
かへ
た
り
し
て 、
い
たづ
ら
な
滑
稽
味
を
出
すこ
と

が
屡々
で
あ
る 。
読
解
注
釈の
場
合 、
万
全の
注
意
を
し
な
け
れ
ば 、
読
者
も

かつ
が
れ
る
乙
と
に
な
り
か
ね
な
い 。
近
世
演
劇の
滑
穏
に
も
同
じ
傾
向
が
あ

る 。
作
品
の
性
質の
理
解
と
は 、
か
か
る
種
類の
と
と
に
も
亦
及
ぶ
の
で
あ

る 。筆
者
は
かつ
て 、
近
世
文
学
作
品
の
文体
を
論
じ
て 、
各ジ
ャ
ン
ル・
各
様

式
に 、
長
く

型
の
守
ら
れ
る
特
色
を
述べ
た
(「
型
の
文
章」
|『

文
学・
語
学』

第
四
十
五
号) 。
生
活
も
思
考
も
類
型
的で
長
く

続
い
た
近
世
社
会の
文
学
界

へ
の
投
影
で
あ
る
と
考へ
る 。
そ
の一
例
を乙
乙
で
も
かh .け
れ
ば 、
義
太
夫

浄
瑠
璃の
如
き
は
元
疎・
享
保
か
ら 、
寛
政・
文
化の
新
作
ま
で 、
様
式
の
同

じと
と
は
当
然で
あ
る
が 、
文体
か
ら
用
語
ま
で 、
余
りに
も
変
化
が
な
さ
す
ぎ

る
の
で
あ
る 。
用
語
につ
い
て
は 、
後
年
に
至
る
と
浄
瑠
璃
語
奨
な
る
もの
が

出
来
上
る 。
水
を
か
けた
り
万でパ
ッ

サ
リ
と
切
る
と
と
を 、
「しゃっ
ぷ
り

と」
と
形
容
する
の
は 、
享
保の
『
曽
我
会
稽
山・
二』
あた
り
か
ら
見
え
る

が 、
天
明の
江
戸
上
演の
『
近
頃
河
原
達
引・
上』
に
も
や
は
り
見
え
る 。
同

じ
く
「
て
い
た
ら
く」・「

事
情」
な
ど
の
窓
の
「
し
だ
ら」
な
る
語
も 、
『
河

原
達
引・
上』
に
あ
る
が 、
乙
れ
も
近
松
以
来で 、
近
松
時
代で
は一
般日
常

語
で
あっ
た
もの
が 、
天
明の
江
戸で
は
浄
瑠
璃
語
と
なっ
た
もの
で 、
天
明

の一
般
社
会で
は
最
早
使
用
さ
れ
て
ゐ
な
かっ
た
と
恩
は
れ
る 。
か、ふ
る
語

は 、
い
く
ら
で
も
指
摘
で
き
る 。
し
か
し
義
太
夫
浄
取
璃は 、
近
世
後
半で

は 、
謡
曲
同
様に 、
殆ど
古
巾開
化
さ
れ 、
専
用
的
な
用
語
ま
で
が
あっ
た
の
も

当
然か
も
知
れ
な
い 。
そ
れ
で
は
最
も
写
実
的
と
恩
は
れ
て
ゐ
る
酒
落
本につ

い
て
見
る
に 、
為
永
春
水の
人
情
本
『
玉つ
ば
き・
初
上』
に 、

ナニ
サ
そ
れ
が
今の
里
言
葉
は
素
人の
もの
い
ひ
と
そ
ん
な
に
違
は
ねへ
か

ら 、
なほ
の
事直
し
に
くい
の
サ
Oヲ
ヤ
そ
れ
で
も
京
伝の
酒
港
本の
言ば

-同'

hV
A

，

を 、
い
ま
で
も
廓で
遺っ
て
居る
と
思
ふ
人
が
あ
る
さ
うで 、
身ぷ
る
ひ
の

出
る
や
う
な里
言
葉の
中
本が
い
く
ら
も
あ
り
升ヨ

と
の
会
話
が
あ
る 。
春
水の
助
作
者
知
人
に
は
吉
原人
種
も
あっ
て 、
こ
れ
が

事
実
で
あ
ら
う 。
最
後
期の
酒
落
本
や
人
情
本
に
天
明
期の
吉
原
言
葉
が
出

て 、
流
行の
甚
し
い
花
柳
界
と
し
て
は
と 、
今日
の
読
者
を
し
て
も
不
審
が
ら

す
もの
が
あ
る 。
こ
れ
が
型の
文
章に
於
け
る
用
語
で
あ
る 。
以
上
の
如
き
を

資
料
と
す
る
と
す
れ
ば 、
浄
瑠
璃
語・
酒
落
本
語
の
研
究は
出
来
る
が 、
上
演

出
版の
年
代に
も
とづ
い
て
の
時
代語
研
究に
於て
は 、
十
分 、
型
の
文
章な

る乙
と
の
留
意
な
く
し
て
は 、
折
角の
努
力
も 、
水
泡に
帰
し
か
ね
な
い 。

な
ど
な
ど
を
留
意
し
た
上
で
な
ら
ば 、
文
学
作
品
も
時
代語
資
料
と
し
て
は 、
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近世語j;の資料について

十
分に
価
値
あ
る
乙
と
を
否
定
す
る
もの
で
は
な
い 。
た
だ
しと
れ
迄
近
世
語

資
料
を 、
専
ら
文
学
作
品
に
求め
た
乙
と
に
つ
い
て
は 、
語
葉
語
義の
研
究

が 、
文
学
作
品の
注
釈と
共に
発
展
し
た
歴
史
ゃ 、
上
代
中
古
語
研
究
も 、
国

学
以
来 、
主
に
文
学
作
品
を
対
象
資
料
と
し
た
学
界の
習
慣
が 、
自
ら
近
世
語

に
も
及
ん
だ
な
ど
の
理
由
も
あっ
た
で
あ
ら
う 。
上
代
中
古に
は
文
学
作
品
以

外の
資
料
は
乏
し
い
が 、
近
世
で
は
豊
富
で
あ
る 。
ま
し
て
中
古
や
中世で

は 、
文
学
作
品
に
の
み
よ
る
語
業
研
究
は 、
言
語
生
活の
半
面
し
か
と
らへ
得

な
い
と
と
の
反
省
か
ら 、
訓
点
語
や
抄
物の
語
集
研
究
が
次
第に
盛ん
に
な
ら

う
と
し
て
ゐ
る 。
近
世
で
も
文
学
作
品
の
み
で
は 、
言
語
生
活
の
全般
を
知
る

に
は
不
足
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。
『
雨
月
物
語・
巻一
』
で 、
海上
平
穏
を

云っ
て
「叩口
和

は
か
ば
か
りよ
か
り
し
も
の
を」
と
記
し 、
「
商
物」
に
「
あ

き
も
の」
の
訓
を
付
し
て
ゐ
る 。
注
釈
者
は 、
『
万
葉
集』
そ
の
他の
古
典に

よ
る
も
の
と
見
な
し
て
来
た
が 、
『
折
た
く

柴の
記・
下』
に
は 、
「
信
濃の
国

松
代の
庄
の
人 、
愛
に
来
り
止
り
て 、
あ
き
も
の
す
る
あ
り」
と
見
え 、
小
児

向
絵
本の
『
絵
本
竜
門の
滝』
の
書
入
に
は 、
「さ
て
も
よ
い
に
は
じ
ゃ 。
ょ

う
ず
が
ふ
か
い
で
よ
い
ぞ」
(日
和
は
方
言
と
し
て
今
日
も
残
る)
と
あ
る
を

見
る
と 、
と
れ
ら
の
語
は
近
世
文
学で
は
擬
古
文
学に
の
み
し
か
見
あ
た
ら
な

い
が 、
共
に
日
常
語
な
の
で
あ
る 。
秋
成
は 、
古
語
に
発
し
た
日
常
語
な
る
乙

と
を
知っ
て
使
用
し
た
こ
と
で
あ
ら
う 。
文
学
作
品
を
解
す
る
に
さへ 、
文
学

作
品
以
外に
自
を
む
けて 、
全
言
語
生
活の
知
識
が
必
要で
あ
る 。
そ
し
て
又

文
学
書
以
外に
立
入
れ
ば 、
以
下
に
述べ
る
如
く 、

文
学
作
品
を
主
資
料
と
し

て
採
集
し
た
現
行の
辞
書
類に
登
載
さ
れ
な
い
語
に 、
思
想
宗
教・
法
制
経
済・

諸
学
諸
芸の
術
語
を
別
に
し
て
も 、
手
軽
に
出
会ふ
の
で
あ
る 。
近
世
語
の
研

究
も 、
中
古・
中
世
間
様 、
近
世
言
語
生
活
を
全
般に
把
握
すべ
く 、

文
学
作

品
以
外の
資
料に
手
を
延
ば
すべ
き
時
期に 、
も
う
来
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か

と
恩
は
れ
る 。
そ
れ
は
当
面
の
語
裳の
面の
み
採
上
げ
て
も
云へ
る
乙
と
で
あ

る 。
本
稿
で
は 、
筆
者の
知
る
之
し
い
範
囲で 、
現
行
辞
書
に
来
所
収の
近
世

語
を
含
ん
で
を
り
さ
う
な 、
そ
れ
は
自
ら
文
学
作
品
以
外の
書
と
な
る
が 、
そ

れ
ら
を
紹
介
す
る
ζ
と
に
な
る
で
あ
ら
う 。
そ
の
意
味で 、
『目
指川
辞
書』
『
書

言
字
考
節
用
集』
『
但
言
集
覧』
や 、
『
物
類
称
呼』
な
ど
近
世
編
著
の
方
言

集の
如
く 、

現に
学
界
で
活
用
さ
れ
て
ゐ
る
辞
書
類に
は
自
然ふ
れ
な
い
乙
と

に
す
る 。

第一
日比
既
に
若
干
注
目
さ
れ
出し
た
もの
で 、
日
本の
雅
語・
雅
文の
俗
語

解 、
俗
語
訳
を
掲
げ
る 。
早
く一

部の
人
の
利
用
が
あっ
た
が
近
く

拙
稿
「
近

世
話
資
料
と
し
て
の
詞
葉
新
雅」
(『語
文
研
究』
十
八
号)・
竹
岡
正
夫
氏

「
近
世
語
資
料
と
し
て
の
か
ざ
し
抄
中
の
里
言」
(『言
語
と
文
芸』
昭
和
四二

年
九
月
号)
な
ど
も
あ
り 、
佐
藤
茂
氏は
『
あ
ゆ
ひ
抄
か
ざ
し
抄
里
言
索
引』

(昭
和
四一
年)
を 、
福
島
邦
道
氏
は
「
雅
俗
語
対
訳
辞
書の
発
達」
(『
実
践

女
子
大
学
文
学
部
紀
要』
第
十二
集)
で 、
乙
の
種の
辞
書の
目
録
解
題
を
作

ら
れ
た 。
そ
れ
ら
で
そ
の
大
路
を
察
さ
れ
ら
る
と
と
を
希
望し
て 、
省
略
す
る

ζ
と
と
す
る
が 、
対
訳
さ
れ
た
稚
語
に
よっ
て 、
俗
語
の
語
義が
直
ち
に
出
る

の
が 、
何よ
り
も
好
都
合で
あ
る 。
し
か
も
か与
る
書の
編
者
は 、
古
典
研
究

者
た
る一
面
擬
古
文
学の
作
者で
あっ
て 、
そ
の
訳
語
は 、
た
だ
に
古
典
研
究

に
携
る
我々
よ
り
は 、
要
を
得
て
適
確で
あ
る
の
が 、
更
に
便
利で
あ
る 。
た

だ
し 、
富
士
谷
派の
人々
の
知
く 、

語
感
を
ま
で
考
慮
し
て 、
俗
語
(
里
言)

の
中
か
ら
も 、
殊
に
適
当
な
の
を
求め
た
為に 、
豊
富な
語
梁
を
持っ
て 、
今

我々
が
問
題
と
す
る
面で
も
利
用
価
値の一角い
もの
が
あ
る
が 、
中に
は
出
来

る
だ
け
平
易
平
明な
訳
語
を
付
し
て 、
余
りに
役
立
た
ぬ
もの
も
あ
る
と
と
を
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付
言
し
て
お
く 。

乙
の一
群
か
ら
直
ち
に
気づ
く
も
の
に 、
第二
に
掲
げ
る
漢
語・
漢
文
の
俗

語
解・
俗
語
訳の一
群
が
あ
る 。
近
世
初
期
か
ら
日
常
語
を
も
混
じ
た
俗
文

で 、
漢
文
を
訳
し
た
も
の
に 、
諺
解・
抄・
但
諺
紗・
句
解・
国
字
解・
通
俗

書
(
翻
訳)
な
ど
次々
に
出
現
し
た
が 、
「
里
言」
と
称
さ
れ
る
如
き
近
世
話

は 、
名
詞
の
外
は 、
ま
だ
乏
し
い 。
や
が
て
中
国の
白
話
文が 、
儒
書の
語
録

類 、
文
学
蓄の
小
説・
戯
曲
と
し
て
入っ
て
来
る
に
つ
れ 、
そ
れ
が
中
国の
俗

語
で
あっ
た
故
に 、
そ
の
訳
語
に
も
亦 、
日
本の
俗
語
を
もっ
て
する
を
よ
し

と
し
た
如
くで
あ
る 。
元
職
七
年
刊
の
『
語
録
字
義』
は 、
堅
い
書
物で
あ
る

ふHN

そ

チ

サ

ル

将
去
俗ニ
シ
モ
ツ
テユ
ケ
ト

云コ
ト

也

時
突
ヤ
サ
シ
ゲモ
ナ
キコ
ト
也、
俗ニ
ツ
カ
フ
ド
ナル
ト
云
是
也

な
ど
処々
に
「
俗-
こ
と
し
た
訳
語
を
挿
入
する
の
が 、
乙
乙
に
想
像
する 、

訳
者
の
心
が
け
を
示
し
て
あ
る 。
そ
の
後に
続
い
て
出
現
する
小
説
の
訓
訳
本

の
如
き
は 、
もの
が
もの
だ
けに 、
そ
の
左
訓
に 、
俗
語
を
自
在に
使
用
し
て

ゐ
る 。
試
み
に 、
乙
の
蓄の
成
立
と
刊
年
に
つ
い
て
は 、
な
ほ
問
題
が
あ
る

が 、
(註
ご
宝
永二
年
の
序
を
持つ
『
肉
蒲
団』
の
第一
冊
か
ら 、
若
干
の
語

を
拾っ
て
見
る 。

O
土
産
(
テ
ツ
ク
リ)

(
テマ
ヘ
モ
ノ)
共
に
そ
の
土
地の
産
物の
意 。
「テ

マ
ヘ
モ
ノ」
は
『
大
辞
典』
未収 。
「
テ
ツ
ク
リ」
に 、
と
の
意
が
あ
る
と
す

れ
ば 、
従
来 、
「
手
造
り
(
自
家
製
ご
の
酒
な
ど
と
解
さ
れ
た
も
の
も 、
「
地

酒」
と
解
くべ
き
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い 。

O
直
説
(セ
ウ
ジ
キパ
ナ
シ)
『
正
直
ぱ
な
し
大
鑑』
(
元
職
七)
な
ど
書
名

で
の
み
知
る
語
も 、
日
常に
つ
か
は
れ
た
もの
で
あっ
た 。

O
慣
相
(ヲハ
コ)
乙
の
語
に
「
癖」
の
窓
の
あ
る
ζ
と
は
辞
書に
の
る
が 、

と
れ
な
ど
早
い
例
に
な
ら
う 。
「
談
心
(ウ
チ
ト

ケパ
ナ
シ
ご
や
「
婆
心
(コ

ケ
ジ
ン
セ
ツ)」
も
よ
い
訳で 、
辞
書の
用
例
を
補ふ
に
足
る 。

O
窓
稿
(キ
リヌ
キ
ホン)
種々
の
本
か
ら
切
抜
い
て
来
て
で
っ
ち
上
げ
た

原
稿で 、
如
何に
も
書
生
用
語
で
あ
る 。
他の
訓
訳
本
も
大
体に 、
ζ
の
や
う

な
こ
と
で
あ
る
が 、
日
本
語
の
雅
俗
対
訳で
も
云っ
た
如
く 、

漢
詩
を
もっ
て

逆
に
そ
の
俗
語
の
解を
得
る
こ
と
が
出
来
る 。
近
世
前
半に
は 、
人
聞に
も

「
すだ
く」
と
云ふ
語
を
用ひ
て 、
「
呼
吸
が
苦
し
くな
る」
な
ど
と
訳
さ
れ
て

ゐ
る
が 、
宝
暦三
年
刊
の
『
小
説
奇
言・
ニ』
に
は
「
時
晴
(ウ
メ
キ
ス
タ

ク)」
「
気
晴
(イ
キス
ダ
ク
ご
な
ど
あっ
て 、
「
時」
の
字
が
最
も
適
当
な
訳

と
な
る
で
あ
ら
う 。
日
本に
於
け
る
中
国
白
話
文
学の
流
行は
続
い
て 、
白
話

語
の
辞
書
の
時
代に
入
る 。
刊
行
さ
れ
た
もの
よ
り
写
本で
伝
る
も
の
多
く 、

近
時
長
沢
規
矩
也
先
生
に
よ
り 、
『
唐
話
辞
書
類
集』
と
題
し
て
復
刊 、
そ
の

第
五
集に
至っ
て
ゐ
る 。
乙
れ
ら
に
も
多
様の
里
言
が
見
え
る
ζ
と
云ふ
迄
も

な
い 。
若
干
を
乙
乙
で
も
亦
か注
げ
て
お
く 。

O
十
六
両
原
只一
斤
(
ホ、
ヲ
ツ
ラ
へ
ナ
ホ
ス)
(
党
政三
年
刊、
『
小
説
字

奨』)
「
頬
は
面」
の
諺
と
同
じ
く 、
どっ
ち
道
同
じ
と
云ふ
窓で
あ
ら
うが 、

か
か
る
云
ひ
方の
諺
も
あっ
た
と
見
え
る 。

O一
労
永
逸
ご
皮シ
ン
ド
シ
テ
永ク
ラ
ク
ス
ル)
(『同』)

と
云
ふ
や
う
な
諺
の
見
え
る
もの
も
あ
れ
ば 、

O
下
馬
盃
(
ヲ
チ
ッ
キ
サ
ケ)
(『
爾
言
解』)

O
会
親
酒
(コ
ン
レ
イ
ノ

吋刑判升川ノ
フル
マ
イ)
(『同』)

と
民
俗
語
染の
見
え
る
も
の
も
あ
る 。
乙
の
『
爾
言
解』
は
「
イ」
と
「エ

(へ)」
の
発
音に
批
が
あっ
て 、
北
国の
人
の
手に
なっ
た
ら
し
い
が 、
語
突

は
豊
か
で
あ
る 。

O
不
来
着
(カ
ス
ラ
ワ
ズ)
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O
不
要
者
鷲
(ヘ
タ
ジ
キ
無
期)

O
偉
幹
(ヨ
テ
イ
ナ)

な
ど
と
珍
し
い
語
が
あ
る。
方
言
で
あ
ら
う
か。
又
近
松
の
作
品
な
ど
に
見
え

る
語
も、

O
来
跡士口
跡
(
アモ
ト
フ
モ
ト)
O
含
糊
応
道
(
ド
チ
グ
チニ
答)

な
ど
に
合
せ
る
と、
正
し
い
解
を
得
る
も
の
も
あ
る。
乙
の
穫
白
話
文
学
の

俗
語
解・
訓
訳
本
は
石
崎
又
造
氏
の
『
一純一

切

砧

支
那
俗
語
文
学
史』
に
「
近
世

俗
語
俗
文
学
書
目
年
表」
が
あっ
てが
今
の
場
合
も
便
利で
あ
る。
そ
れ
に
ま

か
せ
て、
多
く
を
語
ら
ず、
先
に
進
む
と
と
に
す
る。
た
だ
し
と
の
書
は
名
著

で
あ
る
が、
昭
和
十
五
年
の
出
刊
で、
今
日
で
は、
と
の
年
表
も
補
は
ね
ば
な

ら
ぬ
も
の
も
可
成
り
あ
る
乙
と
を
付
記
し
て
お
く。

日
本
の
古
典
に
は、
本
居
宣
長
の
『
古
今
集
遠
鏡』
(
寛
政
九
年
刊)
の
如

き
面
白い
俗
語
訳が
あ
る
が、
漢
籍
の
方
に
も、
柏
木
如
亭
の
『
晩
暗
堂
制
定

訳
注
聯
珠
詩
格』
(
享
和
元
年)(註-一}
の
気
の
きい
た
訳
が
あ
る。
如
亭
に
は

又
『
訳
本
芥
子
図
画
伝』
(
文
政二
年)
の
訓
訳
本
が
あ
り、
語
の
感
覚に
鋭

敏
な
詩
人
ら
し
い
適
訳
が
ほ
ど
と
さ
れ
て
ゐ
る。
乙
れ
も
亦、
今
の
我々
の
用

に
立つ。

O一
閑
人
(
クヒ
ッ
プ
シ)
(『
詩
格・
巻一
』)
と
れ
ま
で
の
遊
蕩
者
の
解
の

外に、
と
の
今一
つ
の
意
味
を
も
加
え
るべ
き
で
あ
ら
う。

O
桃
源
(カ
クレ
サ
ト)
(『同』)
乙
の
語
が
ま
だ
か〉
る
意
味
で
用ひ
ら
れ

て
ゐ
る。

O
霜
ヲ
倣
(
チ
ヤ
三
ス
ル
ト
イ
フ
枝
ガ
アル
(『
問』)
「
茶
に
す
る」
の
語

の
意
味
を
考へ
る
参
考に
な
る。

O
丹
粉
(サ
イ
シ
キ)
漉
落
(
ザン
グ
リ)
(『
爾
伝・
上』)
芭
蕉
の
軽
み
の

教
を
去
来
が
伝
へ
た
文
に
も
「
桐ノ
器
ヲ
カ
キ
合セ
ニ
ヌ
リ
タ
ラ
ン
ガゴ
ト

近世話実の資料について

ク、
ザ
ン
グ
リ
ト
ア
ラ
ビ
テ
作スベ
シ」
と
も
あ
る
「
ざ
ん
ぐ
り」
だ
が、
漉

落
の
文
字
は
よ
く
そ
の
意
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う。

O
藩
篠
(クル
ワ
ウ
チ)
(『同』)

O
彩
絵
有レ
沢
(
サ
イ
シ
キ
ガ

引叶剖
リス
ル)・
秀
濁
(
ウツ
キ
リ)

O
枝
脆
(

叫刑判ナ
レ
パ)

ま
だい
く
ら
も
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る。

と
の
第二
群
は、
書
物
も
多い
し
語
も
豊
富
で
あ
る。
従
来
辞
書
に
登
載さ

れ
て
ゐ
る
語
に
つ
い
て
も、
引
合
せ
て
適
当
な
解
を
得
る
も
の
も
あ
る
が、
ま

だ
かh
る
も
の
が
学
界
で
利
用さ
れ
た
と
と
を
聞か
な
い
の
は
残
念
で
あ
る。

た
だ
し
翻
訳
の
常
と
し
て、
中に
は
無理
な
熟
語
を
作
る
乙
と
な
ど
な
い
と
は

い
ひ
難い。
そ
の
点
の
注
意
は
お
ろ
そ
か
に
すべ
き
で
な
い。
翻
訳
語
と
云へ

ば、
外
に
閑
語
の
字
書
もか
な
りは
存
在
す
る
の
で
あ
る
が、
筆
者
は
殆
ど
そ

の
方
面は
附い
の
で、
ふ
れ
な
い
乙
と
と
す
る。

第一
群・
第二
群
は
語
梨
そ
の
も
の
で
あっ
た
が、
文
章
を
な
し
た
も
の

で、
当
時の
日
常
語
を
含
む
も
の
に、
種々
の
舌
緋
の
版
本・
写
本
が
あ
る
こ

と
は
又、
誰
人
も
気づ
く
所で
あ
ら
う。
舌
耕
文
学
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ

て
盛
ん
で
あっ
た
落
語
は、
そ
の一
端
は
拙
本
と
し
て
出
版、
そ
れ
を
もっ
て

既
に
重
要
な
国
語
学
資
料
と
な
し
て
ゐ
る
乙
と
云
ふ
迄
も
な
い。
茶
番・
俄
の

類
も、
滑
稽
本
の一
部に
出
版
を
見
て
ζ
れ
又
同
様で
あ
る。
ζ
れ
に
は、
写

本で
残
る
も
の
も
若
干
あ
る。
今一
方の
講
談
は、
そ
の
材
料
と
な
っ
た
も

の、
又
は
講
談
に
よ
る
と
思
は
れ
る
実
録
体
小
説
も、
実
録
休
小
説
風に
古
風

で
堅
い
文
章
で
あっ
て、
実
際の
口
演の
姿
を
伝へ
る
筆
記
は、
幕
末K
なっ

て、
漸
く
存
する
の
み。
筆
者の
知
る
所
も
多
く
な
い
の
で、
今
はと
の
落
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一詰・
講
談
の一
群
は
省
略
す
る 。
文
学
を
離
れ
て
の
舌
耕で 、
既に
国
語
学の

資
料
と
な
っ
て
ゐ
る
もの
に 、
心
学
道
話
や 、
平
田
篤
胤
の
神
道
諮
談
が
あ
る

が 、
と
れ
も
省
略に
従っ
て
よ
か
ら
う 。

心
学
も
初
め
は一 一樫の
儒
学
或
は
神
道の
講
釈で
あっ
た 。
儒
者の
書い
た

和
文の
中に
は 、
そ
の
諮
釈の
口
吻
を
残
し
て 、
日
常
語
の
散
在
す
る
もの
は

乏
し
く
な
い 。
前
述
し
た
諺
解の
中に
も
見
出
すと
と
が
あ
る
け
れ
ど
も 、
享

保
以
前の
儒
者
は 、
行
儀で
あっ
て 、
実
際に
も
余
りの
俗
語
は
さ
けた
の
で

あ
ら
う
か 、
筆
を
採つ
て
は
留
意
し
て 、
そ
れ
を
除い
た
の
で
あ
ら
う
か 、
甚

だ
之
し
い 。
享
保
を
越
え
る
と
漸
く 、

多
く
な
る
の
で
あ
る 。
細
井
平
洲の
如

く 、
有
名
な
講
釈
上
手で 、
庶
民
教
育
を
志
し
市
井で
試
み
た
講
釈
に
は 、
お

安
銭
さへ
投
げ
ら
れ
た
と
噂
さ
れ
る
人
物に
於
て
は 、
大
名
な
ど
為
政
者へ
の

和
文の
献
警の
中に
さへ
日
常
語
が
入っ
て
ゐ
る 。
平
洲
が
天
明
三
年
名
古
屋

橘
町
延
広
寺で
の
庶
民
相
手の
講
釈
は 、
『
細
井
平
洲
先
生
講
釈
問
書』
(
平
洲

全
集
収)
と
し
て
残
る
が 、
そ
の
体
は
心
学
道
話
以
上
に
く
だ
け
た
もの
で
あ

ヲ令 。
「
耳
に
聞
て
も
う
は
の
そ
ら」
「
そ
げ
/\
な
る
挨
拶」
「
あ
た
ま
を
糸
び
ん
に

す
り
さ
げ 、

同剖叫
な
る
物
を
着
せ」
「
願
も

叫寸削叶判制
入
事
だ
無い」

「わ
あ
/\
と
と
い
て
泣
な
が
ら」
な
ど
の
語
が
い
た
る
所に
出
て
く
る 。
流

石に
大
名
家
老
相
手の
文
章に
は 、
さ
う
し
た
調
子
で
は
な
い
が 、
そ
の
著

『
畷
鳴
館
遺
草』
の
中か
ら
も 、
い
く
ら
も 、
我々
が
問
題
に
し
て
よ
い
語
を

見
出
せ
る 。

O
騎
倣
と
は
気
も
心
も
う
は
も
りで 、
人
を
あ
な
ど
り
か
ろ
し
め:

。
「
う

は
も
る」
と
云ふ
動
詞
は 、
近
松
の
『
女
殺一他
地
獄・
上』
に
「
心
は
しづ
み

気
は
う
は
も
り」
な
ど
と
あ
っ
て 、
「
上
気
す
る 。
落っ
か
ぬ」
(『
元
藤
文
字

辞
典』)
と
か 、
「
憂
患
胸
中に
横
溢
し
て
芦
ま
た
気の
ふ
ら
ふ
ら
す
る 。
か
み

づ
る」
(『
近
松
語
集』)
な
ど
と
むつ
か
し
く

解
さ
れ
て
来た
の
で
あ
る
が 、

た
だ
の
「
高ぶ
る」
で
よ
い
の
で
あっ
て 、
西
鶴の
作
品に
もよ
く

見え
る 、

「
最
高」
の
意
の
「
う
は
も
り」
の
動
詞
形
と
し
て
よ
い
乙
と
が 、
乙
の
例か

ら
考へ
ら
れ
る 。

O
年
月
を
経て
もい
じ
けひ
ね
び
て

O
封
内
風
俗の
美
悪
を一
身の
苦せ
話に
持
給ひ
て

O
人
見
ず
な
る
身
勝
手

な
ど
の
語
が
散
見
す
る 。
森
銑
三
氏
が
紹
介
さ
れ
た
民
聞に
隠
れ
た
儒
者 、
佐

善
雪
渓
の
『
下
谷
集』
(『
森
銑
三
著
作
集・
第
八
巻』
所
収
「
佐
善
雪
渓」)

や
小
倉
無
隣
の
『
牛の
挺』
(『
書
物
と
江
戸
文
化』
収
「
小
倉
無
隣
の
随
筆
牛

誕」) 、
菊
池
南
陽の
『
風
俗
酔
茶
夜
談』
(『向』
収
「
風
俗
酔
茶
夜
談
と
そ
の

著
者
多
羅
福
山
人」)
な
ど
も 、
同
様で
あ
る 。
有
名
な
も
の
で
は 、
海
保
育

陵の
既
に
翻
刻
さ
れ
て
ゐ
る
多
く
の
経
済
論
番
や
『
老
子
園
字
解』
な
ど
も

亦 、
豊
富に
里一言
が
見え
る
の
は 、
彼
は
全
国
を
め
ぐ
っ
て一
種
の
舌
耕
家で

あっ
た
か
ら
と
思
は
れ
る 。
儒
者で
は
な
い
が 、
全
国
を
廻っ
て
農
業
を
説い

た
大
蔵
永
常の
刊
行
さ
れ
た
読
み
物
風の
もの
も
亦 、
同
じ
様
相
を
と
る 。
儒

者
を
初
め
かh
る
舌
耕の
学
者の
云
はY
雑
書
随
筆
類
を
第三
群
と
す
る
乙
と

と
し
よ
う 。
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四

儒
者の
舌
耕
書に
し
て 、
特
異な
形で
ま
た一 一訴
を
な
し 、
豊
か
な
近
世
語

資
料
と
な
るべ
き
もの
は 、
崎
門
学派の一 一粧の
抄
物で
あ
る 。
人
も
知
る
如

く
崎
門
学
派
の
講
義
は
殆
ど
出
刊
さ
れ
て
ゐ
な
い 。
受
講
生
が
ノ
l
ト

に
と

り 、
そ
れ
を
整
理
し
た
もの
が
転
写
さ
れ
て
今
日ま
で
伝っ
て
ゐ
る 。
何
時
誰

が
始
め
た
か
知
ら
な
い
が 、
受
講
生
に
そ
の
整
理
し
た
ノ
l
ト

を
提
出
さ
せ



て 、
講
師
が
と
れ
を
加
筆
訂
正
評
語
を
加へ
る
風
が
あっ
た 。
稲
葉
迂
斎
に
講

義
を
聞い
た
越
後
新
発
田
藩
主 、
治
軒
溝
口
直
範の
如
き
も 、
乙
の
ノ
l
卜

提

出
を
行っ
て
ゐ
る 。
そ
の一
例
を
宝
暦
乙
亥
(五
年)
二
月
廿日
の
「
通
書
師

章」
(『
迂
斎
先
生
学
話
附
録
巻
之
七』
収)
に
見
れ
ば 、
「
溝
口
直
範
議
議 、
迂

斎
先
生」
と
し
て
提
出 。
迂
斎
は
処々
に
朱
で
加
筆
し
て 、

通
書
師
章
講
義 、
録
得
甚
佳 、
沼
田正義
為
郎
君
所
解
者 、
多
往
昔
所
関
於

直
方
先
生
也 、
郎
君
求
道
之
功 、
隠
語
授
受
之
際 、
聴
納
之
敏 、
如
以
石
投

水
湾 、
但
所
慮
者
則 、
恐一
且
之
鋭
気 、
難
接
続
耳 、
宜
更
洗
潜
反
誼
之

乙
亥三
月
朔日一

稲
葉
正
義
謹
識

と
奥
書
す
る 。
と
れ
程
丁
寧
で
な
い
が 、
一
般
の
門
人
で
も 、
ζ
の
種
の
評
を

加へ
て
加
筆
す
る 。
転
写で
な
く

現
物の
残
る
も
の
も
あ
る 。
日
本
教
育
界

に
今
も
残
る
「ノ
l
ト

提
出」
の
方
法
は 、
ど
う
や
ら
崎
門
学
派
に
始
まっ
た

も
の
ら
し
い 。
閑
話
休
題 。
さ
や
うな
風で
あっ
た
の
で 、
四
書
や
宋
学諸
家

の
著
書の
講
義
は
勿
論 、
人
に
よ
っ
て
学
話
と
か
雑
話
と
か
称
し
て 、
講
義
以

外
の
話
ま
で
の
ノ
l
ト

が
残
っ
て
ゐ
る 。
乙
れ
ら
も
共
に 、
出
来
る
だ
け
詳

に 、
そ
の
口
吻
ま
で
を
も
伝へ
て
書
き
残さ
れ
て
ゐ
る 。
崎
門の
人々
の
講
義

は 、
講
義
ら
し
い一
種の
型
は
又
持っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も 、
日
常
語
で
く
だ
け

で 、
理
をつ
め
て
細
か
く

話
し
て
ゐ
る
の
で 、
自
然
そ
の
時
代々
々
の
言
葉
を

自
在
に
混
じ 、
そ
れ
が
そ
の
まh
ノ
ー
ト
さ
れ
て
残っ
た
所
が
貴
重
で
あ
る 。

中
世
の
抄
物が 、
中
世
語
の
資
料
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
ゐ
る
如
く 、
乙
れ
ら
も

亦
尊
重
すべ
き
で
あ
ら
う 。
ど
れ
程
あ
る
か 、
筆
者
は
知
ら
な
い
が 、
特
に
こ

の
種の
もの
を
集
め
た 、
平
戸
藩
儒
楠
本
碩
水の
遺
書
を
収
め
る
九
州
大
学
図

書
館
の
碩
水
文
庫 、
菜
図
書
館
(
未
整
理
な
の
で
名
をつ
げ
な
い)
に
収ま
る

同
じ
く

平
戸
藩の
楠
本
悔
堂
家の
こ
の
種の
蒐
書
(中
に
は
名
古
屋
藩
儒
細
野

要
斎
筆
写
の
も
の
が
多
い)
や 、
宮
崎
県
高
鍋
町
図
書
館
に
あ
る
字
井
黙
斎・

近世語業 の資料について

千
手
廉
斎
系の
写
本な
ど
か
ら
見て
も 、
お
び
た
だ
し
い
数に
上
る
と
恩
わ
れ

る 。
年
代
か
ら
見て
も 、
閤
斎
直
門の
佐
藤
直
方・
三
宅
尚
斎・
浅
見
納
斎
ら

か
ら 、
幕
末
諸
藩の
係
員
で 、
乙
の
系
統の
人の
講
義に
ま
で
及
ぶ 。
学
者の

代で
云っ
て
六・
七
代に
わ
たっ
て
ゐ
る 。
隠
れ
た
篤
学
者の
多い 、
と
の
派

の
研
究
者
に
よ
っ
て 、
ζ
の
穫の
もの
の
目
録
な
ど
も
出
来
上っ
て
ゐ
な
い
も

の
か 。
あ
れ
ば
今
後
国
語
学
研
究に
も
資
す
る
と
と
大い
で
あ
ら
う 。
な
け
れ

ば
早
急
に
作
製し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
もの
で
あ
ら
う 。
今
は
そ
の
中か
ら 、

若
干の
語
を
摘
出
し
例
示
す
る
こ
と
に
する 。
早い
頃の
『佐
藤
直
方
先
生
学

話』
か
ら 。

O
i--

学
問
ナ
シ
トモ

事
ガ
カ
ケ
ル
コ
ト

ハ
ナ
シ 、
身
トモ

ガ
御
役
ヲ
勤ル

ニ 、
何
デモ
ア
クマ
ズ 。
先
生
日 、
ナル
ホ
ド

玲ハ
ア
ク 、
ワル
ナ
リニ
ア
ク

ト
云モ
ノ
:・: 。

「ワル
ナ
リニ」
「
悪い」
の
語
幹に 、
元
禄
頃に
多い 、
名

詞
に
付い
て 、
「の
形で」
と
か
「
そ
の
ま〉
で」
と
云
う
解
釈
に
な
る
「
ナ

リニ」
がつ
い
た
もの
で
あ
る
が 、
「
悪
ナ
リニ」
と
は
余
り
見
な
い
語で
あ

る 。
た
だ
し
崎
門
学
派
の
講
義に
は 、
と
の
「
ナ
リ-

こ
が
後
ま
で
よ
く

使
用

さ
れ
て
ゐ
る 。

0・:・
今
内ノ
者デモ
ヤレ
カハ
イ
ヤ
ト

息テ
ヤス
メ
ト

云ハ
天
地一
枚
也 。

タマ
カ
ウ
云
タ
ガヨ
イ
ト

恩テ
云ハ 、
雪ル
ヨ
リマ
シ
ナレ
ドモ 、
ソ
レハ
天

地ヘ
ダ
/\
也 。
「ヘ
ダ
/\」
は
全
く
相
違
す
る
と
云ふ
窓
で
あ
ら
う 。

0・
::

人
ヲ
ナ
ヲ
シ
テ
ヤ
リ
タ
イ
ト

云
テハ
ナ
ク
テ 、
メ
ギ
ツ
ケ
タ
イ
ト

思
フ

気
味ナ
リ 。

「メ
ギ
ツ
ケ」
と
は
「い
た
めつ
ける」
の
意
で
あ
ら
う
か 。

ζ
の
穫
崎
門
学
派
の
講
義
録で
も 、
享
保
を
越
し
て 、
閣
斉
か
ら
数へ
て 、

孫・
曽
孫の
代の
学
者に
な
る
と 、
講
義の
中へ 、
例
話
も
多く
な
り 、
一
段

の
里
言が
多くな
る
と
と 、
前
掲し
た 、
一
般
儒
者K
等し
い 。
納
斎
門の
若

林
強
斎の
『
大
学
或
開
講
義』
か
ら 、
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O
小
学ハ
存
養ト
云ツ
ク
ナ
シニ
ワ
キマ
へ
ナ
イ
内
カ
ラ 、
風
俗
ト
ト

モニ
イ

ツ
ト

ナ
ウ
ナ
ラハ
シ
ト
ト

モニ::: 。

O
義
理
美シ
イ
徳
義ニ
ナル
様ニ
層
ガ
ホコ
ヱ
テ
オル 。

O
序
文デハ
イ
カニ
云
タ
イ
ト
テ 、
ア
ソコ
デ
取ツ
ヲ、
ッ
云レ
ヌ
故
::・ 。

O
義
理
ガ
主ニ
成
テ
イル
故 、
指
当
ノ
勝
手ニ
ハ
目
ガ
付ヌ 。

O
小
学ノ
酒
掃
応
対
ナ
ドハ
コ
セ
ツ
タコ
ト

ガ 、
ズ
カ
ト
シ
タコ
ト
ヲ
ト

云
様

ニ
覚ヘ
ル
故::: 。

乙
れ
は
写本一
枚二
頁の
閥
に
拾っ
た
もの
で
あ
る 。
乙
れで
大
体の
調
子
を

推
量
さ
れ
た
い 。
佐
藤
直
方か
ら
は 、
父の
稲
葉
迂
斎
を
おい
て 、
孫
弟
子に

な
る
稲
葉
黙
斎の
『
太
極
図
説
解
筆記』
に
な
る
と 、

O
初
手ハ
ウル
サ
イ
程コ
マ
カ
テ
ア
リ
夕 、
今
学
者ノ
器
用ハ
ダヘ
ニ
ヲ、
合

点
呑
込
ダ
ト

云コ
トハ

ナ
ラ
ヌ 、
天
狗
ガ
サ
ラ
ツ
タ
ト

云
様ニ
ハ
出
来ヌコ
ト

也 。O
柳
下
志ハ 、
人
ノ
処へ
来
テ 、
今日ハ
息
子
ノ
庖
第ノ 、
女
房ガ
血
泣
ノ
ト

云ニ 、
ヤハ
リ
ヲ
チ
ツ
イ
テ
来
イヨ
ト

云
テ 、
長
多
葉
粉
也 、
和
トハ

ホ
メ
テ

モ
ソ
コ
ガ
コ

ゲ
ツ
キ
也
(
「
コ
ゲ
ツ
キ
」

と
は
佐
藤
直
方
の
用
語
で

、
「
コ
ゲ
ツ

キ

ト

云

弁

ハ

、

飯

ヲ

焚

ク

ニ

コ

ゲ

ツ

ク

ト

云

コ

ト

ア

ル

ソ

ノ

コ

ト

カ

、

又

噌

嘘

ヲ

胸

ガ

コ
ゲ
ル

ト

云

フ、
ソ

ノ

コ

ト

カ」
と
注

が
あ

る) 。

の
如
き
文
章が
し
き
りに
挿
入
さ
れ
て
ゐ
る
の
で 、
大
様
を
知
る
に
足
ら
う 。

ζ
れ
ら
の
書
か
ら
語
を
拾っ
て
示
すよ
り 、
A「乙
乙
に
崎
門
学
派の
もの
と
恩

は
れ
て 、
『
字
義
筆記』
な
る一
種
の
字
書
が
あ
る 。
そ
れ
に
替へ
る
こ
と
に

し
よ
う 。
同
訓
異義の
語
をと
ま
か
く

説い
た
もの
で 、
と
の
語
解
が 、
崎
門

の
講
義
調で
あ
る 。
第
二
群の
漢
語
漢
字の
俗
解・
俗
語
解
の一
つ
で
も
あ
る

が 、
崎
門
系の
蓄に
も
か』
る
もの
の
あ
る
こ
と
を
紹
介し
て
お
く 。

O
論
(

川

川

)

到川州引川州
ナコ
ト 、
ド
フ
ナ
ト
ソ
ノ
場ノ
カ
ツ
テヨ
ヒ
様ニ

ス
ル
コ
ト 。

O
逼
(

川、
)

キ
リ
ト

メニ
トム

ル 、
サ
キニ
ナ
ラ
ス
中テ
キ
リ
卜ム

ルニ
使 。

さ
え
μさ
る
こ
と
を
「キ
リ
ト

メ」
と
云っ
て
ゐ
る 。

O
宰
(

川

)

叫判川川ニ
トル 。

ひ
き
と
め
る
乙
と
を
「ヒ
キ
ド
リ」
と
云っ

た
もの
か 。

O
悶
(
ト、

マ
ル)
ヲ
トモ
ツ
テ
トf
コ
ヲル 。
水の
淀む
を
「
お
ど
も
り」

と
云ふ 。
そ
の
動
詞
形で
あ
る 。

O
斉
(

付

小

)

叶吋叶ジ
刈叫ウ
テ 、

判刊刺パ刈刊コ
ト
ノ
ナ
ヒ
コ
ト 。

「つ

じつ
ま
合ふ」
乙
と
を
「ツ
マ
ツ
ジ」
と
云っ
た
も
の 。
「
チ
ヤ
カハ
カ」
は

方
言に
「
早い」
意
に
用ひ
る
例
が
あ
る
が 、
と
乙
は
「
不そ
ろ
い」
の
意の

如
くで
あ
る 。

O
畝
(

川

)

ニ
フ
ウ
ナヒ
コ
ト 、
ス
ツ
カ
/\

到川刊
コ
ト

也
(
下
略) 。
「テ

メ」
は
好
色一
代
男・
四
に
「
手
自の
な
らぬ
御
方」
な
ど
と
あ
る
と
同
じ
語

が 、
か
か
る
形で
生
き
て
ゐ
る
の
で
あ
る 。
中に
は
方
言
も
混
じ
て
ゐ
る
か
も

知
れ
な
い
が 、
乙
の
墨
付
七
十
丁
稜の
書に
は 、
既
出
の
辞
典
類に
採
ら
れ
て

な
い
語
が
甚
だ
多い 。
崎
門
学派の
ノ
l
ト

類
を
第四
群
と
する 。

80 

五

残
る
舌
耕
と
し
て
注
目
すべ
き
もの
は 、
近
世の
各
宗
派で 、
殊
に
盛
ん
で

あっ
た
仏
教の
説
教
説
法で
あ
ら
う 。
既
に
『禅
門
法
語
集』
以
来
幾
回
も
活

字
と
な
り 、
近
く
は
庵
逢
厳
氏
に
よ
り 、
甚だ
よ
くそ
の
説
法の
実
際
を
伝へ

る
『
盤
圭
禅
師
説
法』
(三
木
立
図
書
館
所
蔵)
(『仏
教
文
学
研
究』
第
六
集)

が
翻
刻
さ
れ
た
盤
圭の
説
教
が
あ
る{
注三 。「日
本
人
は 、
日
本に
似
合ふ
た
や

う
に 、
平
話で
と
ふ
た
が
ょ
うご
ざ
る 。
日
本
人
は 、
漢
語
に
拙ふ
ご
ざっ
て 、

漢
語の
問
答で
は 、
思
ふ
や
う
に
とひ
っ
く
さ
れ
ま
せぬ
もの
で
ど
ざ
る」
と



近世話集の資料について

云ふ
彼
の
説
教
は
全
くの
口
語
調
で 、
「あ
ち
ら
か
ら
そ
れ
/\
の
い
ろ
し
な

の

剖割引制刷
て
出
ま
す
る
に
よ
っ
て」
と
か 、
「
其
まh

U刈剖割削判IU 、

真
黒
に
なっ
て
腹
を
立
ま
す
る
が」
と
か 、
「
茶
碗
は
ま
た
買ふ
た
ら
ば 、

ま
ど
ふ
て
かへ
さ
れ
ま
せふ
が」
な
ど
と 、
言
葉
も
平
話の
そ
れ
が
出
て
ゐ

る 。
た
だ
し
平
明
を
事
と
し
て
ゐ
る
の
で 、
語
義
を
改
め
て
問
題
と
すべ
き
も

の
は
之
し
い 。
今
筆
者の
机
上
に 、
『
法
話
筆
記
写』
と
題
し
た一
写
本
が
あ

る 。
玄
海な
る
僧
が 、
恐
ら
く

京
都
に
お
い
て
で
あ
ら
う
か 、
一
向
宗
の
俗
語

ま
じ
りの
法
談
を
数々
聴
聞
し
た
ノ
l
ト

の 、
又
写
し
で
あ
る 。
と
れ
も口
つ

き
を
写
し
で
あっ
て 、
「
魚ヲ
取ル
二

割引川テ
ハ
魚
ヲ
取
ラ
レ
ヌ」
と
か

「
極
月モ
廿日
ス
クレハ 、
算
用ノ
合
タA口
ナン
ダ
ト

云
取
沙
汰
斗
リ 、

御
法

義ハ

捌川44剖列同
行
カ
アル」
と
云っ
た
風
な
語
が
見
え
る 。
乙
れ
も
幕

末
の
もの
と
思
は
れ
る
が 、
今一
束
は
極々
近
世
末
の 、
説
教
用の
メ
モ
か
と

患
は
れ
る
も
の
で
あ
る
が 、

O
斯
云
嘘
堅メ
ノ
身
チ
ヤニ
依
リ
テ 、
真
実マ
コ
トノ

叶刈到剖ハ
凡
夫ノ
方

ニ
ハ
ナヒ
モ
ノ
チ
ャ 、
ト
フ
ナ
リ
テモ
真
実
信ニ
ハ
ナ
ラレ
ヌ 。

な
ど
と
見
え
る 。
が
乙
れ
ら
は
し
か
し
真
面
目
な
も
の
で
あ
る 。
近
世
中
葉か

ら
三
都
で
は
様々
の
舌
耕
の
流
行
と
共に 、
各
宗
の
説
教に
も 、
名人
上
手が

出
現
し 、

次
第に
興
味
本
位 、
娯
楽
性
が
加っ
て
行っ
た
乙
と
が
随
筆
類に
書

き
の
せ
で
あ
り 、
そ
の
墜
落の
さ
ま
に
嘆
息
す
る
声
が 、
戯
作
文
学の
上
に
さ

へ
あ
ら
は
れ
た
乙
と
は
かつ
て
報
告
し
た
(『
近
世
小
説
史
の
研
究』
収
「読

本
発
生
に
関
す
る
諸
問
題」) 。
そ
し
て
寛
政
の
『
国
会談
義』
に
は 、
と
れ
も

戯
作
で
あっ
て 、
そ
の
まh
で
あ
る
と
は
信ぜ
ら
れ
ぬ
が 、
そ
の
風 、
地
方に

ま
で
及
ん
だ
ζ
と
を
戯
固
化
し
て
ゐ
る 。
さ
う
し
た
興
味
本
位
の
法
談
を 、
捜

圭
の
聴
問
者
や
玄
海の
如
く 、
聞
く
ま訟
に
書
き
留
め
て
く

れ
た
も
の
が
残っ

て
ゐ
な
い
も
の
か
と 、
長
年
心
し
て
ゐ
る
が
ま
だ
見
出
し
得
な
い 。
た
だ
し
そ

の
為の
僧
遥の
準
備
の
書の
如
き
も
の
は 、
各
宗
派で
写
本
と
し
て
残
存
す
る

の
を
見
る
か
ら 、
気
長
く
そ
れ
らの
出
現
を
待つ
こ
と
と
し
た
い 。

し
か
る
に
刊
本の
方で
は 、
近
世に
入
り
法
談
説
教
の
流
行に
つ
れ
て 、
説

教
用
の
参
考
書
と
し
て
説
話
を
多
く
附
し
た
仮
名ま
じ
りの
仏
典の
解
説
注
釈

書
が
し
き
りに
出
現
し
た 。
「
鼓
吹」
と
か
「
直
読」
と
か
の
文
字
を
書
名に

もつ
も
の
が
乙
れ
で
あ
る 。
し
か
る
に
宝
永・
享
保
の
問 、
「
勧
花」
「
勧
善」

(註四)
と
書
名に
冠
し
て 、
「
鼓
吹」
「
直
読」
よ
り 、
一
段
平
易に 、
文
章
は

文
語
調
な
が
ら 、
まh
皇
言を
混
ず
る
も
の
が
出
現
し
て 、
乙
の
種
参
考
書の

風
鉢
が
変
化
し
た 。
そ
し
て
こ
の
中か
ら 、
宝
暦・
明
和・
安
永の
頃 、
私に

仏
教
長
編
説
話
と
称
し
た
娯
楽
的な一
系
が
あ
ら
は
れ
た 。
前
掲
拙
稿に
は 、

不
十
分
な
が
ら 、
そ
れ
らの
目
録
を
か〉
げ
で
あ
る 。
歌
舞
伎
浄
瑠
璃
浮
世
草

子の
調
を 、
古
来の
仏
教
説
話に
加へ
た一
種の
読
み
物で
あ
る
が 、
現に
そ

の
証
と
な
る
書
入
も
あっ
て 、
法
談
説
教の
材
料と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
乙

れ
ら
長
編
と
は
別に 、
法
談
用の
短
編の
説
話
集
も
興
味
的に
なっ
て 、
文
章

も
次
第に
く
だ
け
で 、
時
を
等
し
く
し
て 、
お
び
たY
し
く
出
た 。

真
宗
勧
化
河
清
諮
五
巻
廊
天
宝
暦五
年

勧
化
法
雷
編
三
巻
芳
瑞

宝
暦五
年

卦

勧
化一
声
電
三
巻
龍
正

宝
暦
十
年

勧
導
簿
照
四
巻
智
洞

明
和三
年

醐

糊

勧
化
世
事談
三
巻
円
信

明
和
七
年

帥

一現

時一即
席
法
談
三
巻
義
圭

安
永九
年

浄
土
勧
化
言々
海
前
後
集
六
巻
智
澗

?

二
河
白
道
護
信
録
六
冊
義
圭

天
明
四
年

な
ど
が 、
そ
の一
部で
あ
る 。
長
編
も
短
編
も 、
当
時の
乙
の
種
仏
教
説
教
参

考
書
群
は
乙
乙
に
並べ
た
宝
暦か
ら
天
明の
聞で
も 、
次
第に
口
語
化
が
甚
し
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く
な
り、
里
言
も
目
立っ
て
来
る。
お
く
れ
た
もの
か
ら
若
干
例
示
す
る。

O
其
方
タ

チ

モ

今
コ

ソ

シ
ラ

メ\

シ

ヒ

凡
夫
ナ
レ

(『
謎

信

録』)
。

O
陸
杭
病
気ニ

叶川引引テ
(『同』)。
病
気
に
「か
か
る」
こ
と
を
か
く
云

ふ
た
も
の。
同
人
の
著
『一
数
起
請
説
薮』
(
安
永
五
年
刊。
三
巻)
で
は

「
白
子
病ニ
ト
リム
ス
ビ」
と
あ
る
と
も
同
窓。

O
智
恵
ノ

列刊引ヌ
者一一
ハ
(『同』)。
よ
く
働
くの
窓。
辞
書
に
も
上っ
て

ゐ
る
が、
一
例
を
上
げ
る01111111ll'1111

そ

リ

O
泰

西
巴

ヲ
新
座

ガ
ヘ

リ

サ
セ
テ、
我
子ノ
伝
ニ

ツ

ケ

フ

ト
云
(『同』)

。

ソ

コ

パ

タ

ユ

ガ

ミ

ナ

ヲ

ァ

O
甲
乙
ト
シ
タ
屈
根
性
モ
暫
ク
直
タ
容
ナ
レ

ド
モ
、

我
家
ヱ

戻
レ
パ
、

元
ノ

グ

リ

れ

マ

倶
利
破
魔
(『
言々
海』)。

O
阿
弥
陀
如
来
ヲ
風
来
宿ノ
亭
主
ノ
ゴ
ト
ク
思ハ
マ
(『同』)。
風
来
者
を
と

め
る
宿の
窓
か。

O
乱
雨ノ
繁
キ
ヲ
出
立ニ
シ
(『同』)。
「
云
立」
は
「
口
実」
で
あ
る
が、

「
武
雨」
は
ど
ん
な
雨
か。

O
悶

苦
(
モ
ダ

ク
ダ)
(『同
』)。

O
親
仁
ガ
文
百
ヲ
見
透
シ
飽
マ
テ
親
ヲ
張
賀
キ
(
『
向
』)
。
「
張
立
キ
」

と
は、

張
賞
人
形
視
す
る
ζ
と
か、
そ
れ
と
も
反
抗
す
る
乙
と
で
も
あ
ろ
う
か。
例
は

乙
れ
程
に
し
て
置
く
が、
か
か
る
風
は
芭
ち
に
地
方に
伝
る。
文
化三
年、
西

肥の
祐
道
の
著
し
た
『
勧
導
宝
纂
録』
の
末
部
は、
以
上
で
見た
口
語
調が
浪

く、
地
方の
言
葉
を
さへ
挿
入し
た
も
の
と
なっ
て
ゐ
る。
乙
れ
ら
仏
教
説
法

書
を
第
五
群
と
す
る。
乙
れ
ら
も、
広
い
聴
衆
を
予
想
し
て、
そ
の
当
時の
言

葉
遣
に
従っ
た
と
い
っ
て
も、
や
は
り
説
教
と
し
て
の
型
と
用
語
を
持っ
て
居

る。
資
料の
型
に
と
ら
は
れ
な
い
為
に
は、
各
方
面に
資
料の
出
入、
比
較
検

討し
て、
資
料
的
価
値
を
見
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う。
私の
想
像

で
は、
神
道
議
釈
も
仏
教
に
対
抗
す
る
如
く
盛
ん
で、
増
穂
残
口
の
如
く
大
衆

に、
殊
に
若
い
人々
に
好
評
の
神
道
家
も
出、
一
方
神
道
議
釈
か
ら
講
談
界へ

入
る
人
も
出た
程で、
乙
乙
で
も
仏
教
説
話
に
相
似
た
現
象
が
起っ
て
ゐ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か。
今
は
資
料の
見
出
さ
れぬ
ま』
に、
以
上
の
五
群
を、近

世
語
致の
文
学
作
品
以
外
の
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
に
とY
め
る。

筆
者
は一
々
の
語の
語
義
考
証の
方
に
興
味が
あ
る
の
で
あ
る
が、
今
回

は、
ま
だ
採
用
さ
れ
な
い、
近
世
語
資
料の
紹
介
と
云ふ
目
的
が
目
的
な
の

で、
他
日
に
譲っ
て、
最
少
限
の
例
示
に
と
ど
め
た
と
と
を
許
さ
れ
た
い。
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註
一

『
肉
滞
団
』

の
刊
年
の
あ
る
本
を
見
て
ゐ
な
い
の
で
何
と

も
云
へ
な
い

が
、

と
の
本
の

訓
に
は

、
「
古
怪
(
ケ
タ
イ
ナ)
」
「
小
説
(
ア
カ
ホ
ン
)
」
「
幹

事
(
ト

ポ
ス
)
」
「
春
宮
冊
子
(
ワ
ラ
イ
ホ
ン

)
」

な
ど 、

か

か
る

種
類
の
語
は

当
然
あ
る
べ
き
浮
世
草
子
や
近
松
の
作
品
に
は
見
え
な
く
て

、

宝
暦
頃
か
ら
の

筈
に

見
え
る
語
が
散
見
す
る

。
一

方
『

滋

大
阪
出
版
書
籍
目
録
』

に

は
、

宝

府
七
年
九
月
出
版
で

、

訓
点
者
陶
山
尚
普
(
丹
後
宮
崎博)

と
し
て
『
肉
蒲
団
』
四
冊

が
の
っ
て
ゐ
る

。

宝
永
二
年
序
の
あ
る
写
本
又
は
刊
本
が
あ
っ
た
の
を 、

南
濃

陶
山
尚
善
が

、

新
し
く
訓
点
し
、

又
は
増
加
し
て
出
し
た
の
が 、

現
存
す
る
刊

本
で
は
な
か
ら
う
か

。

松
室
松
峡
著
の
『
平
安
花
柳
録
』

も 、

現
在
刊
本
は
見

出
さ
れ
な
い

。

無
訓
の
写
本
(
元
文
三
年
写
の
も
の
も
あ
る
と
云
ふ
l

昭
和
四

十
一

年
二
月
山
本
番
底
目
録)

と
「
宝
暦
戊
寅
(
八
年)

秋
七
月
念
七

風
狂

子
勝
写
」

と
奥
の
あ
る
付
訓
本
の
写
本
が
伝
は
る

。

ま
た
竹
沓
楼
大
山世
銀
に

、

乙
の
書
の
出
刊
の
(
た
だ
し
完
成
か
ど
う
か
未
詳)

記
録
が
あ
る 。

付
制
は
出
版
を
予

定
し
て
出
来
た
も
の
で

、

刊
本
か
又
は
そ
の
原
稿
か
ら
の
写
本
と
忠
は
れ
る
な

ど
と
同
様
の
過
程
を
持
つ
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か

。

そ
れ
に
し
て
も
「
ケ
タ
イ

ナ
」

な
ど
あ
っ
て

、

上
方
版
と
思
は
れ
る
と
の
訳
本
に
早
く
も 、

江
戸
語
で
あ

る
と
考
へ
ら
れ
る
「
ア
カ
ホ
ン

」
「
ト

ポ
ス
」

な
ど
の
語
を
使
用
し
て

ゐ
る
の



近世語棄の資料について

は
注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う 。

註
二

と
の
舎
の
初
刷
と
思
は
れ
る

も
の
は

、

末
に
「
柏
門
作
箸
」
「
享
和
紀

元
十
二
月
」
「
江
戸
舎
態
西
村
源
六
郎
蔵
版
」

と
あ
る
も
の
で

あ
る
。

森
銑
三

氏
が
「
柏
木
如
亭
の
聯
珠
詩
格
訳
註
」
(
『
古
書
新
説
』

所
収)

の
中
で

、

紹
介

さ
れ
た
「
大
坂
害
賠 、

群
玉
堂
梓
」

の
も
の
は
後
刷
ら
し
く 、

若
干
訳
に
相
逃

が
あ
る
。

注
三

藤
本
槌
重
氏
κ
よ
り 、

新
し
く

『
盤
珪
禅
師
法
語
集
』

が

出
刊
を

見

た
。

註
四

宝
永
八
年
刊
に
『
勧
化
南
指
抄
』
(
盤
察
著

七
巻)

、

享
保
十
五
年
刊

に

『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
普
書
錦
鱗
抄
』
(
鳳
瑞
著

七
巻)

、

党
延
三

年
刊
に

『
蓮
華
標
名
録
』
(
諦
忍
著

一

冊)

な
ど
が
早
い
も
の
で 、

宝
暦
に
入
る
と
一

度
に
お
び
た
だ
し
く
出
た
が

、

一

々
は
省
略
す
る
o

-

ヨ

可

巳

勺

珂

雪

ロ漢
字
・

淡
語
の
俗
語
訳
に
大
事
の
も
の
を 、

十洛
さ
う
と
し

て
ゐ
た

。

雅
語
の

訳
に
里
言
を
使
用
し
た
富
士
谷
成
章
の
兄
・

皆
川
浜
図
は 、
漢
詩
の
訳
に
又 、

俗
語
を
使
用
し
た

。

天
明
三
年
序
刊
の
『
虚
字
解
』

や
文
化
八

年
序
刊
の

『
助
字
詳
解
』

に
も 、

俗
語
訳
ゃ

、

俗
語
を
混
じ

て
ゐ
る
。

決
図
の
ζ
の
程

の
舎
は 、

写
本
で
残
る
大
部
な
も
の
も
あ
っ
て

、

精
査
を
必
要
と
す
る 。

浜

図
の
門
人
に
は

、

師
の
ζ
の
方
法
に
学
ぶ
者
が
あ
っ
て

、

松
本
恐
山
の
『
弛

詩
文
須
知
』
(
文
化
五
年
刊)

や 、

田
中

大

荘
の
『
字
義
』
(
文

政
七

年)

も 、

俗
語
解
で
あ
る
。

殊
に
後
者
は

、

百
三
十
二
丁
に
及
ぶ
も
の

、

所
収
の

語
も
多
く
、

従
っ
て
俗
語
も
立
か
で
あ
る 。
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